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　協会では、広く、皆さま
に寄附をお願いしています。
少額でも結構ですのでよろ
しくお願いします。なお、
協会への寄附は税制上の優
遇措置を受けられます。
振替／ 00130-1-17523
　　　（加入者名「波の会」）
銀行／みずほ銀行
　大塚支店　普通預金

№ ２２５０７９５
公益社団法人日本てんかん協会

振替／ 00130-1-17523
　　　（加入者名「波の会」）
銀行／三菱UFJ銀行
　高田馬場支店　普通預金

№ １５３８７０６
公益社団法人日本てんかん協会

公益社団法人

＊ 家族会員（入会金のみ）
● 送金は下記口座へお願いします。

〒170-0005
東京都豊島区南大塚3-43-11 
福祉財団ビル7F

jea@e-nami.or.jp

　正 会 員 　6,000円
　賛助会員　10,000 円
　購読会員     4,000 円

年会費（「波」購読料を含む）

寄附金をお願いします
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　国が入所施設を削減し、地域移行を進める方針の中、4月に家か
ら車で10分位の所に社会福祉法人が運営する入所施設が開所しま
した。どんな障害があっても、育ってきた地域で自分らしく生活し続

ける暮らしの場の必要性を訴え、実現したそうです。説明会にも参加しましたが、
障害のある本人、親、職員、それぞれの強い思いや熱意を感じました。定員は
40名ですが、6ヵ所のユニットに分かれ、自分らしく過ごせるために、部屋も3
タイプありました。入所希望者は、定員の5倍以上だったそうです。
　「親亡き後」は、波の特集でも何度か取り上げています。親が支えられなくなっ
た後も、いきいきと暮らし続けてほしいと思います。娘の通っている施設（就労
継続支援Ｂ型）でも、グループホームの立ち上げに向かっています。一日も早
く実現してほしいと思っています。 （宮島）

てんかん月間を盛り上げよう！

第46回全国大会 in 三重

大会準備報告⑫（最終回）三重県支部
2019年10月26日（土）・27日（日）

　今回も大会最終日に開催する分科会について、詳細を紹介します。

第１分科会
「“こども”から“おとな”へ　キャリーオーバーが必要か？医療と社会」
　大人になったら、小児科から神経内科・精神科に転科することを
キャリーオーバー（トランジション）といいますが、そもそもキャリー
オーバーは必要なのでしょうか。何歳がキャリーオーバーの適正年
齢なのでしょうか。重複する疾患や障がいがある場合はどのように選
択したらよいのでしょうか。
　この分科会では、小児科医2名、精神科医1名、特別支援教育者
1名、当事者家族1名がそれぞれの立場での思いを語り、それを共
有したいと思います。明確な答えはないと思いますが、互いの立場で
ベストな選択ができるよう、また、提案できるようなポイントを共有
する場にしたいと思います。「そろそろ転科の年
齢かな」「別の疾患（障がい）を持っているけど
何科がいいのかな」などお考えの方、是非この
分科会にご参加ください。

申込受付中！
　申込はもう済んでいますか？ 締切りは9月17日（火）と迫っていま
す。もう来月末は大会です。いま、皆さんをお迎える準備を進めてい
ます。ご参加を「待っとるでな！」。 （代表　米田拓也）
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